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一
　
は
じ
め
に

『
万
葉
集
抄
』
は
、
現
存
最
古
の
万
葉
集
の
注
釈
書
で
あ
る
。
万
葉
歌
百
六
十
八
首
を
抄
出

し
、
注
を
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
訓
は
一
部
だ
け
に
付
さ
れ
た
場
合
も
あ
り
、
ま
た
歌
だ
け
掲

げ
て
あ
っ
て
注
の
な
い
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
万
葉
集
研
究
に
お
い
て
、
重
要
な
書

で
あ
る
こ
と
は
い
う
ま
で
も
な
い
。

こ
の
注
釈
書
の
存
在
が
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
大
正
十
五
（
一
九
二
六
）
年
、
佐

佐
木
信
綱
が
『
万
葉
集
叢
書
』
第
九
輯
に
、
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
の
『
万
葉
集
抄
』
を
「
秘
府
本

万
葉
集
抄
」
の
名
で
紹
介
し
て
か
ら
で
あ
る

（
１
）

。
し
か
し
近
年
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
万

葉
集
抄
』
が
、
平
成
六
（
一
九
九
四
）
年
、
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
三
十
九
巻
『
金
沢
文
庫
本

万
葉
集
巻
第
十
八

中
世
万
葉
学
』
に

（
２
）

影
印
が
収
め
ら
れ
、
研
究
が
進
ん
だ
。

こ
の
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
の
『
万
葉
集
抄
』
は
、
永
仁
六
（
一
二
九
八
）
年
五
月
十
五
日
、

藤
原
資
経
に
よ
る
書
写
で
あ
る
。『
万
葉
集
抄
』
そ
の
も
の
の
成
立
お
よ
び
著
者
に
つ
い
て
は
未

だ
定
説
を
見
な
い
が
、『
袖
中
抄
』（
文
治
二
、
三
（
一
一
八
六
、
七
）
年
頃
成
立
）
に
「
万
葉

集
抄
云
」
な
ど
の
形
で
引
用
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
以
前
に
す
で
に
成
立
し
て
い
た
と

考
え
ら
れ
る
。
ま
た
『
後
拾
遺
和
歌
集
』（
一
〇
八
六
年
成
立
）
の
序
文
に
影
響
を
受
け
て
い
る

と
い
う
藤
平
泉
の
指
摘

（
３
）

も
あ
り
、
さ
ら
に
作
者
に
つ
い
て
は
、
後
藤
祥
子
の
論

（
４
）

が
あ
る
。

書
陵
部
蔵
本
『
万
葉
集
抄
』
は
江
戸
時
代
初
期
の
写
本
で
あ
る
が
、
佐
佐
木
信
綱
は
鎌
倉
時

代
の
書
写
と
思
し
き
古
鈔
本
が
存
在
す
る
こ
と
を
知
っ
て
お
り
、
そ
の
古
鈔
本
を
懸
命
に
探
求

し
た
が
つ
い
に
見
つ
か
ら
な
か
っ
た
と
い
う
。
そ
の
本
こ
そ
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
本
で
あ
り
、

ま
た
書
陵
部
蔵
本
の
親
本
に
あ
た
る
も
の
で
あ
る
。

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
と
書
陵
部
蔵
本
を
比
較
す
る
と
、
書
陵
部
蔵
本
が
親
本
を
忠
実
に

書
写
し
よ
う
と
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
す
で
に
こ
の
点
に
つ
い
て
、
ま
た
『
万
葉
集
抄
』

に
つ
い
て
は
竹
下
豊
の
解
題

（
５
）

に
詳
し
い
が
、
こ
こ
で
は
そ
の
解
題
に
掲
げ
ら
れ
て
い
な
い
、
明

ら
か
に
書
陵
部
蔵
本
が
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
を
書
写
し
て
い
た
と
い
う
証
に
な
る
箇
所
を

掲
げ
る
。

巻
二
・
九
五
番
歌
の
例
で
あ
る
が
、
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時
雨
亭
文
庫
蔵
本

書
陵
部
蔵
本

書
陵
部
蔵
本
で
は
結
句
の
本
文
を
「
安
見
元
多
利
」
と
し
て
お
り
、「
元
」
の
文
字
が
不
審
で
あ

る
。
万
葉
集
の
他
の
諸
本
は
こ
の
「
元
」
字
を
「
衣
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
冷
泉
家
時
雨
亭

文
庫
蔵
本
を
見
る
と
、
こ
の
字
は
「
衣
」
の
草
体
で
あ
る
が
、「
元
」
に
も
近
い
字
形
と
な
っ
て

お
り
、
書
陵
部
蔵
本
の
誤
写
の
理
由
が
判
明
す
る
の
で
あ
る
。

そ
の
他
書
陵
部
蔵
本
は
改
行
等
も
親
本
に
ほ
ぼ
揃
え
る
な
ど
し
て
お
り
、
ま
た
書
写
態
度
も

良
好
で
あ
る
。
す
で
に
竹
下
豊
の
解
題
に
よ
っ
て
指
摘
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
歌
本
文
や
注
の

一
字
を
脱
し
て
い
る
例
も
多
い
が
、
判
読
し
に
く
い
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
を
補
う
も
の
と

し
て
、
非
常
に
参
考
に
な
る
も
の
で
あ
る
。

ま
た
、『
万
葉
集
抄
』
の
歌
本
文
や
訓
が
、
万
葉
集
の
現
存
古
写
本
と
比
べ
て
異
な
っ
て
い
て

も
、
そ
れ
を
単
な
る
独
立
異
文
と
し
て
看
過
す
る
こ
と
の
で
き
な
い
場
合
も
あ
る
。

竹
下
豊
は

（
６
）

『
万
葉
集
抄
』
所
収
の
歌
の
中
に
、
巻
二
十
の
四
三
三
二
番
歌
と
四
三
三
三
番
歌

が
目
移
り
に
よ
り
混
合
さ
れ
て
書
か
れ
た
と
思
わ
れ
る
例
の
あ
る
こ
と
か
ら
、『
万
葉
集
抄
』
の

注
釈
作
業
は
「
お
お
む
ね
『
万
葉
集
』

―
そ
の
本
文
の
正
確
さ
に
は
疑
問
も
あ
る
が

―
を

傍
ら
に
置
い
て
行
わ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。
ま
た
こ

の
よ
う
な
二
首
融
合
の
よ
う
な
現
象
か
ら
、『
万
葉
集
抄
』
の
依
拠
し
た
『
万
葉
集
』
が
片
仮
名

傍
訓
の
体
裁
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、『
万
葉
集
抄
』
の
中

に
あ
る
、

味
酒
呼

ア
チ
サ
ケ
ヲ

三
輪
之
祝

ミ
ワ
ノ
ハ
フ
リ
カ

我
忌
捨
手
触
之
罪
歟
君
二
遇
難

イ
ハ
ヒ
ス
テ
テ
テ
フ
レ
シ
ツ
ミ
カ
キ
ミ
ニ
ア
ヒ
カ
タ
キ

寸
　
（
４
・
七
一
二
）

こ
の
歌
に
つ
い
て
竹
下
豊
は
、

第
三
句
は
、
諸
本
「
忌

（
い
は
ふ
す
ぎ
、
い
は
ひ
す
ぎ
）」
で
あ
る
が
、『
万
葉
集
抄
』

は
「
忌
捨
」
の
本
文
を
「
い
は
ひ
す
て
て
」
と
訓
み
、
独
自
の
歌
本
文
と
訓
な
が
ら
、
両

者
は
照
応
し
て
い
る
。
元
暦
校
本
と
紀
州
本
が
、「
杉
」
の
字
を
「
捨
」
の
草
書
体
に
近
い

字
体
で
書
い
て
い
る
例
も
あ
り
、「
捨
」
の
字
と
間
違
わ
れ
て
、『
万
葉
集
抄
』
の
よ
う
な

歌
本
文
も
通
用
し
て
い
た
可
能
性
が
、
充
分
に
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
７
）

と
述
べ
、『
万
葉
集
抄
』
が
次
点
期
の
万
葉
集
の
姿
を
知
る
上
で
も
価
値
の
高
い
こ
と
を
示
し
て

い
る
。

そ
れ
で
は
、『
万
葉
集
抄
』
が
親
本
と
し
た
「
万
葉
集
」
は
ど
の
よ
う
な
本
で
あ
っ
た
の
か
。

も
ち
ろ
ん
現
存
写
本
は
限
ら
れ
た
も
の
で
あ
り
、
親
本
そ
の
も
の
を
断
定
す
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
し
か
し
少
な
い
手
が
か
り
か
ら
、
何
ら
か
の
傾
向
は
見
い
だ
せ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
。そ

こ
で
本
稿
で
は
、『
万
葉
集
抄
』
の
う
ち
、
巻
一
か
ら
巻
五
の
歌
に
つ
い
て
、
そ
の
本
文
を

中
心
に
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
す
る
。
な
お
本
稿
で
は
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
に
拠
り

『
万
葉
集
抄
』
の
例
を
掲
げ
る
が
、
判
読
の
困
難
な
も
の
に
つ
い
て
は
書
陵
部
本
を
参
照
し
た
。

ま
た
万
葉
集
の
諸
本
に
つ
い
て
は
、
校
本
万
葉
集
そ
の
他
複
製
本
に
よ
り
本
文
を
確
認
し
た
。

（
８
）

二
　
次
点
本
と
の
比
較

ま
ず
、
そ
の
成
立
年
代
か
ら
、『
万
葉
集
抄
』
所
収
の
万
葉
歌
本
文
・
訓
が
次
点
本
に
近
い
こ

と
は
当
然
予
想
で
き
る
。
そ
こ
で
ま
ず
次
点
本
と
比
較
し
た
例
を
い
く
つ
か
掲
げ
て
お
く
。

①
河
上
乃

カ
ハ
カ
ミ
ノ

湯
都
盤
村
二

ユ
ツ
ハ
ノ
ム
ラ
ニ

草
武
左
受

ク

サ

ム

サ

ス

常
丹
毛
×

ツ
ネ
ニ
モ
カ
モ
ナ

名
常
女
雪
煮
手

ト

コ

ヲ

ト

メ

ニ

テ

（
１
・
二
二
、
×
は
「
莢
」

に
近
い
字
を
書
く
）

第
二
句
「
盤
」
は
元
暦
校
本
（
略
称
「
元
」）、
類
聚
古
集
（
略
称
「
類
」）、
古
葉
略
類
聚
鈔

（
略
称
「
古
」）
な
ど
の
諸
本
と
同
じ
で
あ
る
が
、
金
沢
文
庫
本
（
略
称
「
文
」）、
温
故
堂
本

（
略
称
「
温
」）
で
は
「
磐
」
と
な
っ
て
お
り
、
西
本
願
寺
本
（
略
称
「
西
」）
で
は
本
文
「
盤
」

と
し
な
が
ら
右
に
「
磐
イ
」
と
書
き
込
み
が
あ
る
。

ま
た
、

②
阿
佐
里
須
流

ア

サ

リ

ス

ル

阿
末
能
古
等
母
等

ア

マ

ノ

コ

ト

モ

ト

比
等
波
伊
倍
騰

ヒ

ト

ハ

イ

ヘ

ト

美
尓
之
良
延
奴

ミ

ル

ニ

シ

ラ

レ

ヌ

有
麻
必
等
能
古

ウ

マ

ヒ

ト

ノ

コ

ト

等

（
５
・
八
五
三
）
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の
第
一
句
「
阿
佐
里
須
流
」
は
類
聚
古
集
、
古
葉
略
類
聚
鈔
、
紀
州
本
（
略
称
「
紀
」）、
広
瀬

本
（
略
称
「
広
」）
と
は
一
致
し
て
い
る
が
、
西
本
願
寺
本
、
大
矢
本
（
略
称
「
矢
」）、
京
都
大

学
本
（
略
称
「
京
」）
な
ど
の
仙
覚
本
系
統
の
も
の
に
は
「
阿
佐
理
須
流
」
と
な
っ
て
い
る
。

そ
の
他
、

③
東
人
之

ア
ツ
マ
ヘ
ノ

荷
乃
篋
乃

ノ
サ
キ
ノ
ハ
コ
ノ

荷
之
緒
尓
毛

カ

ノ

ヲ

ニ

モ

妹
情
尓

イ
モ
カ
コ
ゝ
ロ
ニ

乗
尓
家
留
香
聞

ノ

リ

ニ

ケ

ル

カ

モ

（
２
・
一
〇
〇
）

こ
の
最
後
の
文
字
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
は
「
聞
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
以
外
の
諸
本
は

「
問
」
と
す
る
。
書
陵
部
蔵
本
は
「
問
」
に
作
る
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
は
「
聞
」
に
近

く
、
そ
う
で
あ
れ
ば
、
元
暦
校
本
や
類
聚
古
集
と
一
致
す
る
。

ま
た
歌
の
前
行
に
記
さ
れ
た
、
作
者
の
説
明
部
分
の
例
で
あ
る
が
、

④
皇
子
尊
宮
舎
人
等
慟
傷
作
哥
　
　
（
２
・
一
七
二
　
前
行
）

の
最
初
の
四
文
字
に
つ
い
て
は
、

皇
子
尊
宮
　
金
類
古
西
矢
京
　
（「
金
」
は
金
沢
本
）

皇
子
宮
　
　
宮
細
　
　
　
　
　
（「
宮
」
は
神
宮
文
庫
本
、「
細
」
は
細
井
本
）

皇
子
尊
　
　
紀
温

と
、
い
ず
れ
も
次
点
本
と
一
致
す
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。

そ
れ
で
は
、
次
点
本
の
中
で
も
、
特
に
平
安
末
期
ま
で
に
書
写
さ
れ
た
元
暦
校
本
や
類
聚
古

集
な
ど
の
本
文
と
比
較
し
て
み
る
こ
と
と
す
る
。
問
題
と
な
る
箇
所
の
み
、
諸
本
と
の
違
い
を

掲
げ
る
。
古
写
本
に
つ
い
て
は
特
に
必
要
な
も
の
の
み
、
略
称
に
て
挙
げ
て
い
る
。
な
お
元
暦

校
本
は
巻
三
を
欠
き
、
こ
の
巻
の
歌
に
つ
い
て
は
比
較
で
き
な
い
。
類
聚
古
集
も
万
葉
集
か
ら

の
抄
出
で
あ
り
、
全
歌
は
揃
っ
て
い
な
い
。

⑤
打
麻
乎

ウ
テ
ル
ヲ
ゝ

麻
續

ヲ
ウ
ミ

王
泉

オ
ホ
キ
ミ

郎
有
哉

ア
マ
ナ
レ
ヤ

射
等

イ
ラ
コ
カ

籠
荷

サ
キ
ノ

四
間
乃
珠
藻
苅
麻
須

タ

マ

モ

カ

リ

マ

ス

（
１
・
二
三
）

白
水
郎
　
元
類

泉
　
郎

冷
古
　
　
（「
冷
」
は
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
）

⑥
不
盡
嶺
尓

フ

シ

ノ

ネ

ニ

零
置
雪
者

フ
リ
シ
ク
ユ
キ
ハ

六
月
十

ミ
ナ
ツ
キ
ノ

五
日

モ
チ
ニ

消
去

キ
エ
テ
ハ

其
夜
布
利
家
利

ソ

ノ

ヨ

フ

リ

ケ

リ

（
３
・
三
二
〇
）

利
　
　
　
類

里
　
　
　
広
紀
西
宮
細

⑦
玉
葛
實

タ
マ
カ
ツ
ラ

不
成
樹
尓
波

ミ
ナ
ラ
ヌ
キ
ニ
ハ

千
磐
破

チ
ハ
ヤ
フ
ル

神
曽
著
常

カ
ミ
ソ
ツ
ク
ト
イ
フ

云
不
成
樹
殊
尓

ナ

ラ

ヌ

キ

コ

ト

ニ

（
２
・
一
〇
一
）

盤
　
元
類
　
（
元
は
右
に
別
筆
で
「
磐
」
あ
り
）

磐
　
金
紀
古
広

こ
の
よ
う
に
元
暦
校
本
や
類
聚
古
集
と
一
致
し
な
い
例
が
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
そ
の
場
合
、

広
瀬
本
や
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
と
一
致
し
て
い
る
の
は
注
目
に
値
す
る
。

訓
に
お
い
て
も
、
元
暦
校
本
や
類
聚
古
集
と
は
異
な
る
例
が
あ
る
。

⑧
河
上
乃

カ
ハ
ミ
ノ

伊
都
藻
之

イ

ツ

モ

ノ

花
乃

ハ
ナ
ノ

何
時

イ
ツ
モ

ゝ
ゝ
来
益

キ
マ
セ

我
背
子

ワ
カ
セ
コ

時
自
八
方

ト
キ
ワ
カ
メ
ヤ
モ

（
４
・
四
九
一
）

ま
ず
、
第
一
句
、
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
に
は
「
か
は
の
う
へ
の
」
と
あ
り
、
古
葉
略
類
聚

鈔
も
同
じ
で
あ
る
。「
カ
ハ
カ
ミ
ノ
」
と
あ
る
の
は
金
沢
本
、
紀
州
本
、
広
瀬
本
で
あ
り
、
こ
の

訓
の
一
字
を
脱
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
第
五
句
も
元
暦
校
本
、
類
聚
古
集
は
「
と
き
ま
た
め
や
も
」

と
訓
ん
で
お
り
、
一
致
し
な
い
。「
ト
キ
ワ
カ
メ
ヤ
モ
」
と
あ
る
の
は
金
沢
本
な
ど
で
あ
る
が
、

細
井
本
（
巻
四
は
冷
泉
本
系
）
に
「
ト
キ
ワ
カ
メ
ヤ
ハ
」、
ま
た
広
瀬
本
に
は
「
ト
キ
ワ
カ
メ
ヤ

ハ
」
と
し
て
「
ワ
カ
」
を
消
し
て
「
ジ
ケ
」、「
ハ
」
を
消
し
て
「
モ
」
と
し
て
い
る
。
広
瀬
本

は
冷
泉
本
す
な
わ
ち
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
に
近
い
本
で
あ
る
。

こ
れ
ら
の
元
暦
校
本
や
類
聚
古
集
と
一
致
し
な
い
例
か
ら
、
む
し
ろ
現
存
し
な
い
冷
泉
本
系

の
万
葉
集
の
本
文
を
参
照
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

三
　
元
暦
校
本
と
の
比
較

そ
れ
で
は
次
に
、
元
暦
校
本
と
『
万
葉
集
抄
』
と
を
比
べ
て
み
る
こ
と
と
す
る
。

ま
ず
巻
四
・
五
三
二
番
歌
の
題
詞
、
桂
本
な
ど
の
万
葉
集
の
古
写
本
で
は
、

大
伴
宿
奈
麻
呂
宿
祢
哥

ま
た
類
聚
古
集
に
、

大
伴
宿
奈
麻
呂
宿
祢
一
首

と
あ
る
が
、
元
暦
校
本
と
神
田
本
が
「
大
伴
宿
祢
奈
麻
呂
宿
祢
哥
」
と
衍
字
「
祢
」
を
入
れ
て
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い
る
。
こ
の
よ
う
に
類
聚
古
集
と
元
暦
校
本
が
異
な
る
場
合
、『
万
葉
集
抄
』
は
元
暦
校
本
の
そ

の
影
響
は
受
け
て
お
ら
ず
、
元
暦
校
本
と
は
一
致
し
な
い
こ
と
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。

さ
ら
に
他
の
例
で
見
て
み
よ
う
。

⑨
吾
者
毛
也

ワ

レ

ハ

モ

ヤ

安
見
児
得
有

ヤ
ス
ミ
ヲ
エ
タ
リ

皆
人
乃

ミ
ナ
ヒ
ト
ノ

得
難
尓
為
云

エ
カ
タ
ニ
ス
ト
イ
フ

安
見
児
衣
多
利

ヤ

ス

ミ

ヲ

エ

タ

リ

（
２
・
九
五
）

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
元
金
紀

先
ほ
ど
書
陵
部
蔵
本
と
の
比
較
で
取
り
上
げ
た
歌
で
あ
る
が
、
元
暦
校
本
を
は
じ
め
金
沢
本
、

紀
州
本
が
二
箇
所
と
も
「
児
」
の
字
を
欠
く
。
な
お
元
暦
校
本
は
第
二
句
の
「
児
」
の
横
に
朱

で
「
兒
　
御
本
」
と
記
す
。
類
聚
古
集
は
こ
の
歌
を
収
め
て
い
な
い
。

⑩
吾
妹
児
者

ワ

キ

モ

コ

ハ

常
世
国
尓

ト
コ
ヨ
ノ
ク
ニ
ゝ

住
家
良
思

ス

ミ

ケ

ラ

シ

昔
見
従

ム
カ
シ
ミ
シ
ヨ
リ

変
若
益
尓
家
利

カ
ハ
リ
マ
シ
ニ
ケ
リ

（
４
・
六
五
〇
）

変
香
　
　
元

変
・

金
紀

変
若
　
　
宮
西

類
聚
古
集
と
細
井
本
は
こ
の
歌
を
欠
く
。
ま
た
広
瀬
本
は
「
変
香
若
」
と
し
、
見
せ
消
ち
で

右
に
「
若
」
と
記
し
て
い
る
。
な
お
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
『
万
葉
集
抄
』
は
「
見
従
」
の

右
、
欠
損
が
あ
り
、
こ
こ
で
は
書
陵
部
蔵
本
に
よ
り
補
っ
た
。

⑪
吾
背
子

ワ
カ
セ
コ
ハ

波
物
莫
念

モ
ノ
ナ
オ
モ
ヒ
ソ

事
之
有
者

コ
ト
シ
ア
ラ
ハ

火
尓
毛
水

ヒ
ニ
モ
ミ
ツ
ニ
モ

尓
毛
吾
莫
七
国

ワ

レ

ナ

ラ

ナ

ク

ニ

（
４
・
五
〇
六
）

母
　
　
元
金
桂

毛
　
　
広

第
四
句
「
火
尓
毛
」
は
元
暦
校
本
、
金
沢
本
、
そ
し
て
現
存
最
古
の
写
本
で
あ
る
桂
本
で
は

「
母
」
と
な
っ
て
い
る
。
類
聚
古
集
は
残
念
な
が
ら
こ
の
歌
を
収
め
て
い
な
い
。
し
か
し
広
瀬
本

で
は
「
毛
」
と
し
て
い
る
。

次
に
訓
の
例
で
あ
る
が
、

⑫
未
通
女
等
之

ヲ

ト

メ

コ

カ

袖
振
山
乃

ソ
テ
フ
ル
ヤ
マ
ノ

水
垣
之

ミ
ツ
カ
キ
ノ

久
時

ヒ
サ
シ
キ

従
憶

ヨ
ゝ
リ
オ

寸
吾
者

モ
ヒ
オ
ワ
レ
ハ

（
４
・
五
〇
一
）

第
一
句
の
訓
、「
ヲ
ト
メ
コ
カ
」
と
あ
る
が
、
万
葉
集
の
諸
本
で
は
、

オ
ト
メ
コ
カ
　
類

ヲ
ト
メ
コ
カ
　
紀

ヲ
ト
メ
ラ
カ
　
元
金
宮
細
広

オ
ト
メ
ラ
カ
　
西
温

と
あ
り
、
ま
た
『
和
歌
童
蒙
抄
』
を
は
じ
め
歌
学
書
の
類
で
も
「
ヲ
ト
メ
コ
カ
」
と
訓
ん
で
い

る
。
元
暦
校
本
と
は
異
な
り
、
類
聚
古
集
や
歌
学
書
と
一
致
し
て
い
る
。

し
か
し
、
元
暦
校
本
と
は
一
致
せ
ず
、
冷
泉
本
系
に
近
い
と
い
う
だ
け
で
は
説
明
の
つ
か
な

い
例
も
あ
る
。

⑬
奥
幣
往

オ
キ
ヘ
ユ
キ

辺
吉

ヘ
ニ
ユ
キ

何
麻
夜

イ

マ

ヤ

妹
吾

イ
モ
カ
タ
メ

漁ワ
カ

有
藻

ス
サ
ト
レ
ル

臥
束
鮒

モ
フ
シ
ツ
カ
フ
ナ

（
４
・
六
二
五
　
第
二
句
「
吉
」
は
「
去
」

か
）

第
一
句
「
幣
」
は
元
暦
校
本
、
紀
州
本
な
ど
の
諸
本
と
一
致
し
、
一
方
金
沢
本
、
西
本
願
寺

本
、
広
瀬
本
な
ど
は
「
弊
」
に
作
る
。
た
だ
、
類
聚
古
集
が
こ
の
字
の
下
半
分
を
「
大
」
の
よ

う
な
字
に
書
い
て
あ
り
、
当
時
の
写
本
に
判
読
し
に
く
い
文
字
の
存
在
し
た
可
能
性
も
あ
る
。

四
　
類
聚
古
集
と
類
似
す
る
例

『
万
葉
集
抄
』
の
歌
に
は
、
そ
の
依
拠
し
た
万
葉
集
が
類
聚
古
集
と
近
い
の
で
は
な
い
か
と

思
わ
れ
る
例
が
あ
る
。
こ
こ
で
は
そ
の
よ
う
な
も
の
を
掲
げ
る
。

⑭
古
之
七
賢
人
等
毛
欲
為
物
者

イ
ニ
シ
ヘ
ノ
ナ
ゝ
ノ
カ
シ
コ
キ
ヒ
ト
ゝ
モ
ゝ
ホ
シ
カ
ル

酒
而
有
良
師

モ
ノ
ハ
　
　
ニ
ソ
ア
ル

（
３
・
三
四
〇
）

西
　
　
古
宮
細
西
温
矢
京

而
　
　
類
紀

第
五
句
、
広
瀬
本
は
「
而
」
と
書
き
、
○
で
消
し
て
右
に
「
西
歟
」
と
す
る
。
ま
た
訓
も

『
万
葉
集
抄
』
は
「
ニ
ソ
ア
ル
」
と
一
部
の
み
書
か
れ
て
あ
る
が
、
こ
の
箇
所
、
諸
本
が
「
サ
ケ

ニ
シ
」
と
す
る
中
、
類
聚
古
集
が
「
さ
け
に
そ
」、
紀
州
本
は
「
サ
ケ
ニ
」（「
シ
」
な
し
）、
広

瀬
本
は
「
サ
ケ
ニ
ソ
」
と
し
て
「
ソ
」
を
見
せ
消
ち
で
「
シ
」
と
直
し
て
い
る
。
元
暦
校
本
は

巻
三
を
欠
き
、
比
較
で
き
な
い
の
が
残
念
で
あ
る
が
、
類
聚
古
集
や
広
瀬
本
に
近
い
と
考
え
ら
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れ
る
例
で
あ
る
。

⑮
夏
野
吉

ナ
ツ
ノ
ユ
ク

牡
鹿
乃

ヲ
シ
カ
ノ

角
乃

ツ
ノ
ヽ

束
間
毛

ツ
カ
ノ
マ
モ

妹
心

イ
モ
カ
ヲ

乎
忘
而
念
哉

ワ
ス
レ
テ
オ
モ
ヘ
ヤ

（
４
・
五
〇
二
）

第
一
句
の
「
吉
」（
旧
字
体
の
た
め
上
が
「
土
」）
は
、
書
陵
部
蔵
本
で
は
「
去
」
の
草
体
に

近
い
が
、
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
で
見
る
限
り
は
四
画
目
か
ら
は
「
土
」
と
離
れ
て
お
り
、

「
吉
」
と
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
し
て
諸
本
「
去
」
と
す
る
中
で
、
類
が
「
吉
」
と
し
、
墨
で

消
し
て
右
に
「
去
」
を
書
い
て
い
る
の
は
注
目
さ
れ
る
。
先
ほ
ど
掲
げ
た
例
⑬
巻
四
・
六
二
五

番
歌
の
第
二
句
の
「
去
」
も
「
吉
」
に
近
く
、
迷
う
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
何
か
共
通
の
祖
本
が

存
在
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。

な
お
、
書
陵
部
蔵
本
は
冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
忠
実
な
写
本
と
い
わ
れ
て
い
る
が
「
而
」

を
脱
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
一
字
を
脱
し
た
例
は
他
に
も
あ
る
こ
と
、
す
で
に
竹
下
豊
の
解

題
等

（
９
）

に
詳
し
い
。

⑯
烏
梅
能

ウ

メ

ノ

波
奈

ハ

ナ

伊
麻
佐
加
利
奈
利

イ

マ

サ

カ

リ

ナ

リ

毛
ゝ
等
利
乃

モ

ゝ

ト

リ

ノ

巳
恵
能
古
保
志
枳

コ

ヱ

ノ

コ

ホ

シ

キ

波
流
岐
多

ハ

ル

キ

タ

流
良
斯

ル

ラ

シ

（
５
・
八
三
四
）

「
毛
ゝ
等
利
乃
」
と
す
る
の
は
類
聚
古
集
だ
け
で
、
紀
州
本
以
下
、
広
瀬
本
も
「
毛
ゝ
等
利

能
」
と
す
る
。

ま
た
、
類
聚
古
集
の
独
立
異
文
で
あ
る
が
、『
万
葉
集
抄
』
と
関
連
づ
け
ら
れ
る
例
が
あ
る
。

巻
五
・
八
七
六
の
前
行
、『
万
葉
集
抄
』
で
は
、

⑰
書
殿
餞
酒
月
哥

と
そ
の
作
歌
事
情
を
記
し
て
い
る
。
万
葉
集
の
諸
本
は
、
題
詞
に
「
書
殿
餞
酒
日
倭
歌
四
首
」

と
し
て
お
り
、「
日
」
を
「
月
」
と
す
る
点
、
不
審
で
あ
る
。

し
か
し
類
聚
古
集
に
は
こ
の
字
を
「
明
」
の
よ
う
に
記
し
て
お
り
、
偏
の
「
日
」
は
か
な
り

小
さ
く
「
口
」
に
近
い
。
こ
の
例
か
ら
や
は
り
類
聚
古
集
と
の
近
さ
が
推
測
さ
れ
る
。

五
　
独
立
異
文
の
例

『
万
葉
集
抄
』
の
本
文
に
つ
い
て
、
竹
下
豊
は
解
題
で
「
親
本
に
問
題
が
あ
っ
た
の
で
は
な

い
か
と
推
定
さ
れ
る
箇
所
が
あ
る
」
と
指
摘
し
、
特
に
巻
十
二
・
三
〇
七
〇
の
注
、

ユ
フ
ト
ハ
木
名
也
。
花
ノ
イ
ミ
ジ
ク
テ
ケ

ソ
レ
ヲ
ト
リ
テ
タ
ヽ
ム
ヲ
ユ
フ
タ
ヽ
ミ

ト
ハ
云
也
。

に
つ
い
て
、
こ
の
ま
ま
で
は
意
味
が
通
ら
ず
、「
空
白
は
親
本
の
欠
字
を
そ
の
字
数
分
だ
け
空
け

て
書
写
し
た
た
め
で
あ
ろ
う
」
と
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
歌
本
文
の
漢
字
が
一
字
あ
る
い
は
二

字
程
度
脱
落
し
て
い
る
例
は
甚
だ
多
い
。」
と
も
述
べ
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、『
万
葉
集
抄
』
の
独
立
異
文
に
は
、
そ
の
よ
う
な
親
本
の
問
題
や
誤
写
の
可

能
性
以
外
の
要
因
が
考
え
ら
れ
る
も
の
が
あ
る
。
例
え
ば
、
す
で
に
指
摘
の
あ
る
も
の
と
し
て
、

石
戸
破

イ
ハ
ト
ヤ
フ
ル

手
力
雄
毛

タ
チ
カ
ラ
ヲ
ゝ
モ

得
手
鉋

エ
テ
シ
カ

弱
寸
女

タ
ヲ
ヤ
メ

有
者

ナ
レ
ハ

為
便
乃

ス

ヘ

シ

不
知
苦

シ
ラ
ナ
ク
ニ

（
３
・
四
一
九
）

は
、
類
聚
古
集
に
、

座
石
戸
破
手
力
刀
毛
欲
得
手
弱
寸
女
有
者
為
便
乃
不
知
苦

い
は
と
わ
る
た
ち
か
ら
を
の
も
え
て
し
か
な
た
を
や
め
な
れ
は
す
へ
も
し
ら
な
く

な
ど
と
あ
る
の
に
比
べ
る
と
、『
万
葉
集
抄
』
は
歌
本
文
に
「
雄
」「
鉋
」
と
他
の
古
写
本
に
は

な
い
文
字
が
あ
り
、
訓
も
「
イ
ハ
ト
ヤ
フ
ル
」
と
あ
る
な
ど
一
見
不
審
で
あ
る
。
こ
の
歌
を
例

に
挙
げ
て
竹
下
豊
は
、
第
二
句
か
ら
四
句
の
訓
は
古
葉
略
類
聚
鈔
と
一
致
し
て
お
り
、
ま
た
結

句
が
『
和
歌
童
蒙
抄
』
と
近
い
こ
と
か
ら
、
む
し
ろ
訓
は
「
当
代
の
万
葉
の
訓
み
の
枠
に
お
さ

ま
っ
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
し
て
い
る
。
そ
し
て
本
文
は
そ
の
訓
に
合
わ
せ
て
改
変
さ
れ
た
と

考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
な
お
童
蒙
抄
と
の
訓
の
近
さ
は
先
に
⑫
の
巻
四
・
五
〇
一
番
歌
の
例

で
も
指
摘
し
た
。

次
の
例
も
訓
に
合
わ
せ
た
本
文
改
変
に
相
当
す
る
だ
ろ
う
。

⑰
古
之
人
之
食
有

ノ
マ
セ
ル

吉
備
能

キ

ヒ

ノ

酒サ
ケ

痛
者

ヤ
ミ
レ
ハ

為
便
無

ス

ヘ

ナ

貫
簀
賜
牟

ヌ
キ
ス
タ
マ
ハ
ン

（
５
・
五
五
四
　
五
文
字
目
「
食
」
の

左
上
に
「
ン
」
の
よ
う
な
字
あ
り
。
第
五
句
の
訓
は
左
に
付
す
）

こ
の
歌
、
諸
本
に
は
「
古
人
乃
令
食
有
…
…
」
と
あ
り
、
訓
「
イ
ニ
シ
ヘ
ノ
ヒ
ト
ノ
…
…
」

に
ひ
か
れ
た
「
意
改
」
と
考
え
ら
れ
る
。

万
葉
集
の
本
文
が
そ
の
書
写
者
に
よ
っ
て
恣
意
的
に
改
め
ら
れ
る
「
意
改
」
に
つ
い
て
は
、

木
下
正
俊
の
論
を
は
じ
め
と
し
て
多
く
の
指
摘
が
あ
る
。

な
お
こ
の
歌
、
元
暦
校
本
は
第
四
句
「
痛
」
を
「
病
」
と
し
右
に
「
痛
イ
」
と
書
き
込
み
が

（
10
）

（
11
）

（
12
）
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あ
る
。
類
聚
古
集
や
紀
州
本
は
「
病
」
に
作
る
。

⑱
無
暇
人

イ
ト
マ
ナ
キ

之
眉
根
乎

ヒ
ト
ノ
マ
ユ
ネ
ヲ

徒
尓

イ
タ
ツ
ラ
ニ

令
掻
乍

カ
キ
シ
メ
ツ
ゝ
モ

不
相
妹
可
聞

ア
ハ
ヌ
イ
モ
カ
モ

（
４
・
五
六
二
）

諸
本
は
第
三
句
の
「
尓
」
字
が
な
く
、
ま
た
、
こ
の
歌
は
類
聚
古
集
に
は
収
め
ら
れ
て
い
な

い
。
や
は
り
訓
に
ひ
か
れ
た
意
改
で
あ
ろ
う
。

な
お
書
陵
部
蔵
本
で
は
第
二
句
の
「
之
」
を
欠
き
、
ま
た
第
四
句
の
「
令
」
を
脱
し
右
に
小

字
で
書
い
て
い
る
。
忠
実
な
写
本
と
は
い
え
、
こ
の
よ
う
な
例
か
ら
や
は
り
冷
泉
家
時
雨
亭
文

庫
蔵
本
の
本
文
を
尊
重
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑲
玉
葛
實

タ
マ
カ
ツ
ラ

不
成
樹
尓
波

ミ
ナ
ラ
ヌ
キ
ニ
ハ

千
磐
破

チ
ハ
ヤ
フ
ル

神
曽
著
常

カ
ミ
ソ
ツ
ク
ト
イ
フ

云
不
成
樹
殊
尓

ナ

ラ

ヌ

キ

コ

ト

ニ

（
２
・
一
〇
一
）

先
に
も
挙
げ
た
歌
だ
が
、
第
五
句
「
殊
」
は
他
の
写
本
で
は
「
別
」
と
な
っ
て
お
り
、『
万
葉

集
抄
』
の
独
立
異
文
で
あ
る
。

ま
た
歌
本
文
で
は
な
い
が
、

⑳
幸
于
紀
伊
国
時
河
嶋
皇
子
御
作
哥
　
（
１
・
三
四
　
前
行
）

諸
本
で
は
「
川
嶋
皇
子
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
こ
の
あ
と
、
巻
二
の
一
〇
〇
番
歌
の
前
行

で
も
「
石
河
郎
女
」
と
、
諸
本
が
題
詞
に
お
い
て
「
石
川
」
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
「
河
」
と

し
て
お
り
、
書
写
者
の
書
き
癖
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
。
し
か
し
こ
の
三
四
番
歌
の
場
合
、
広

瀬
本
は
題
詞
の
上
に
「
河
嶋
」
と
あ
り
、
そ
の
右
下
に
「
天
智
天
皇
第
二
皇
子
」
と
あ
る
。
ま

た
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
に
も
題
詞
の
上
方
に
「
天
智
天
皇
第
二
皇
女
河
嶋
」
と
あ
る
。
本
文
で
は

な
い
が
、
や
は
り
冷
泉
家
本
系
と
の
関
わ
り
を
示
唆
す
る
も
の
と
見
る
こ
と
も
で
き
る
の
で
は

な
い
か
。

六
　
結
び

万
葉
集
の
次
点
本
と
し
て
全
二
十
巻
が
揃
っ
て
い
る
の
は
現
存
諸
本
の
中
で
も
広
瀬
本
の
み

で
あ
り
、
ま
た
『
万
葉
集
抄
』
そ
の
も
の
も
写
本
で
し
か
存
在
し
な
い
た
め
、『
万
葉
集
抄
』
所

収
の
歌
に
つ
い
て
、
次
点
本
だ
け
で
説
明
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
次
点

本
の
中
で
も
類
聚
古
集
や
伝
冷
泉
為
頼
筆
本
な
ど
と
の
近
さ
を
垣
間
見
る
こ
と
は
で
き
た
と
考

え
る
。

万
葉
集
の
古
写
本
は
そ
の
巻
に
よ
っ
て
性
質
が
異
な
る
も
の
も
多
く
、
今
後
は
他
の
巻
の
『
万

葉
集
抄
』
の
本
文
と
他
の
古
写
本
を
比
較
し
、さ
ら
に
検
討
を
加
え
る
こ
と
を
課
題
と
し
た
い
。

本
論
で
は
特
に
触
れ
な
か
っ
た
が
、
万
葉
集
の
巻
十
七
に
は
書
写
の
間
に
生
じ
た
と
は
思
わ

れ
な
い
異
同
が
あ
る
な
ど
、
万
葉
集
の
原
本
・
本
文
は
唯
一
無
二
の
も
の
で
あ
っ
た
と
は
言
い

切
れ
な
い
可
能
性
も
言
わ
れ
て
い
る
。

万
葉
集
の
原
本
が
存
在
し
な
い
現
在
、『
万
葉
集
抄
』
を
は
じ
め
、
仙
覚
以
前
の
注
釈
書
や
歌

学
書
の
古
写
本
を
研
究
す
る
こ
と
は
こ
れ
か
ら
も
必
要
で
あ
ろ
う
。

〈
注
〉

（
１
）
佐
佐
木
信
綱
『
秘
府
本
万
葉
集
抄
』
一
九
二
六
年
七
月
、
古
今
書
院
。

（
２
）
一
九
九
四
年
十
月
、
朝
日
新
聞
社
。

（
３
）「
宮
内
庁
書
陵
部
蔵
「
万
葉
集
抄
」
に
つ
い
て
」（「
古
典
論
叢
」
第
十
八
号
、
一
九
八
七

年
八
月
）。
こ
の
ほ
か
、
浅
田
徹
「
秘
府
本
万
葉
集
抄
に
つ
い
て
」（「
和
歌
文
学
研
究
」

第
五
十
九
号
、
一
九
八
九
年
十
一
月
）
な
ど
の
論
も
あ
る
。

（
４
）「『
秘
府
本
万
葉
集
抄
』
の
作
者
」（「
国
文
目
白
」
第
二
十
五
号
、
一
九
八
六
年
二
月
）。

（
５
）
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
第
三
十
九
巻
『
金
沢
文
庫
本
万
葉
集
巻
第
十
八

中
世
万
葉
学
』
一

九
九
四
年
十
月
、
朝
日
新
聞
社
。

（
６
）「
平
安
後
期
の
万
葉
研
究
―
『
万
葉
集
抄
』
を
め
ぐ
っ
て
―
」（『
講
座
平
安
文
学
論
究

第
十
輯
』
一
九
九
四
年
十
二
月
、
風
間
書
房
。

（
７
）
注
６
に
同
じ
、
四
〇
頁
。

（
８
）
古
写
本
の
確
認
と
し
て
、
以
下
の
本
を
参
照
し
た
。

『
桂
本
万
葉
集
』
日
本
名
筆
選
27

一
九
九
四
年
十
月
、
二
玄
社
。

『
元
暦
校
本
万
葉
集
』
第
一
〜
四
冊
　
一
九
八
六
年
六
月
、
勉
誠
社
。

『
類
聚
古
集
』
縮
刷
新
版
、
一
九
九
二
年
七
月
、
臨
川
書
店
。

（
９
）
注
５
に
同
じ
、
一
七
〜
一
八
頁
。

（
10
）
注
５
に
同
じ
、
一
八
頁
。

（
11
）
注
６
に
同
じ
、
四
〇
〜
四
一
頁
。
注
５
の
時
雨
亭
文
庫
蔵
本
の
解
題
、
二
一
頁
で
も
歌
番

号
を
挙
げ
て
同
様
の
指
摘
を
し
て
い
る
。

（
12
）「
万
葉
集
写
本
の
意
改
」（『
文
学
』
第
四
十
二
巻
二
号
、
一
九
八
〇
年
二
月
）
な
ど
。


